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報道機関各位                              学校法人 塚本学院 大阪芸術大学短期大学部 

 

大阪芸術大学短期大学部（所在地：兵庫県伊丹市／学長：塚本 英邦）は、文化芸術活動の活性化を通じて「活力のある地域

社会の実現」と「次世代を担う人材の育成」を図ることを目的に、兵庫県伊丹市と連携協定を締結しました。また、本締結に伴

い、2025 年 5 月 20 日（火）に伊丹市役所にて締結式を行いました。締結式にはメディア・芸術学科の教員や学生も参加し、

現場での撮影・取材を通じて塚本学長が日頃から語る「実践・実習」の学びを体現しました。 

 

 

 

これまで大阪芸術大学短期大学部では、芸術文化に関する学びや創作活動を通じ、地域とのつながりを大切にしながら教育・

研究に取り組んできました。また、伊丹市では 2024 年 10 月に伊丹市文化振興ビジョンを策定し、創造力と感性を育み豊かな

人間性を涵養するとともに、人と人の心のつながりを強め、心豊かで多様性と活力のある社会の形成を目指しています。 

 

この度、教育・研究活動で得た知見や学生たちが持つ創造性豊かな発想力を活かし、地域社会の活性化に寄与したいという

本学の想いと、伊丹市が掲げる文化振興ビジョン「出会いと対話と文化芸術と。なにかが起こる、わたしのまち」が重なり、連

携協定締結へと至りました。 

 

本連携協定を通じ、伊丹市民が気軽に芸術に触れることができる鑑賞の機会や、地域住民と学生が共に参加できる創作活動

の支援、多様な表現を発信する場の創出に取り組んでまいります。また、地域の文化施設を管理運営する公益財団法人いたみ

文化・スポーツ財団と協働し、市と大学がそれぞれ持つ人的資源、物的資源、ノウハウを有効活用することで、「活力のある地

域社会の実現」と「次世代を担う人材の育成」に向けた取り組みを強化してまいります。 

 

 

大阪芸術大学短期大学部と兵庫県伊丹市が連携協定を締結 

地域とともに文化芸術を育み、活力ある地域社会の実現と人材育成を目指す 

学生による撮影・取材も実施！連携協定締結式で「実践・実習」を体現 



■締結式当日における学生の活動 

 締結式にはメディア・芸術学科の教員や学生たちも参加して、現場で撮影・取材を実施しました。放送専攻の学生たちは、情

報番組さながらに締結式の状況を撮影し、先端メディア専攻の学生たちも現場の様子を記録します。式が終了した後は、他の

メディアのスタッフの方々とともに塚本英邦学長、中田慎也伊丹市長への囲み取材も実施し、日頃から塚本学長が語る「実践・

実習」の学びを体現しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜大阪芸術大学短期大学部 塚本英邦学長 コメント＞ 

“実践・実習”を学びの根幹とし、総合芸術短大である本学において地域と密着した活動は大変有意義です。本学には文化芸術

に関する総合的な学科、コース、専攻があり、いろいろな形で伊丹市の文化芸術活動に協力・参加できます。伊丹市のまちづく

りや産業振興、イベントなどでの学生たちの活躍を楽しみにしています。 

 

＜兵庫県伊丹市 中田慎也伊丹市長 コメント＞ 

心の豊かさや感性を育てるために、文化芸術はその“源”になるものです。大阪芸術大学短期大学部との連携により、文化芸術

に触れる機会を創出し、交流が生まれることはまちづくり、そして人づくりに大きなプラスになると思います。さらに次世代

を見据え、若者を中心にした人材育成にもこの連携を活かしていきたいと考えます。この連携を通して、伊丹市民の方々が文

化芸術に触れ、自ら創造、発信していただく機会になることを心より願っています。ぜひ大阪芸術大学短期大学部とともに盛

り上げていきましょう。 

 

＜締結式概要＞ 

■日時 ：2025 年 5 月 20 日（火） 11:00～ 

■会場 ：伊丹市役所 3 階 戦略会議室 

■参加者：大阪芸術大学短期大学部（学長・塚本英邦、事務局長・工藤皇、メディア／芸術学科長・松尾理也） 

     伊丹市（伊丹市長・中田慎也、都市活力部長・小宮正照、都市活力部参事・田中茂） 

学生たちによる取材の様子 他のメディア関係者とともに囲み取材を行う学生の様子 


